
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

慧眼（慧眼）99 は、伝統的な漢方医学の理論に基づいて開発された製品であって、目

の周りの血液の循環を促進し、目の疲れをほぐすとして視力を保護してくれる。 

 

目の周りの温度を高め、目の疲れを癒してくれる方法について「東医宝鑑」に 

陽性書（養性書）を引用して「両方の手のひらを熱が出るように摩擦した後の目を 14

回ずつ、こすると…目が澄み、風がなくなると、これに勝るものはない（摩手心、眼、

每二、使人眼目、……明目去風、無出於此）」とした。 これは目の周りのツボである、

太陽、攅竹、晴明、四白、天應、上明などを温熱刺激することで血液循環を促進し目の

疲れを解消する方法である。 

 

現代人は、コンピュータや TV、携帯電話の画面などの各種電子機器のために目を酷使

されており、また、冷暖房などによる乾燥などの視力を低下させる有害な要因の中で無

防備にさらされている。これらの悪条件の中で目を保護するために、伝統的漢方医学の

理論に基づいて開発された製品が「慧眼 99」である。 

 

日本の玉川大学の寺沢光雄博士の研究によると、目の周りの主な経穴である  

太陽、攅竹、四白などは、視力回復に効果があるといわれています。 

 

 

 

 

 

慧眼 99とは？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品構成/ 3SET 

製品構成： 1.固定用ベルト     2.慧眼 99本体     3.東方温灸器 2個 





 

1.お灸に火を付ける。 

2.温灸器の安全キャップを開けて火をつけたお灸をピンセットでつまんでまっすぐに

置く。 

3.温灸器の安全キャップを付ける。 

4.目の上に安全パッドやタオルを乗せた後、慧眼 99 をゴーグルのように着用した後、

バンドを調節して動かないように固定する。 

5.使用中に高温になっている場合は、温灸器本体を反時計回りに回して温度を調節する。 

6.お灸は 15～30 分程度の温熱を加えることができ、火をつけた後、約 5～6 分が経過

すると温熱を感じることができる。 

7.使用後、お灸が完全に燃焼されたことを確認した後、水気のある灰皿や耐熱容器に入

れ消火を確認してから捨て、温灸器内部は、分解してきれいに掃除する。 

8.使用後、慧眼 99 のシリコンボディを温灸器と分離した後、流水で洗う。ボディを清

掃するときは、アルコール、ベンゼン、トルエン、アセトンなどの化学物質を使用する

と、変形されるので、ご注意ください。ただし界面活性剤（石鹸、台所洗剤など）は、

使用しても問題ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用方法 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 상명(上明) 

位置：眉中央のすぐ下、眼窩の上に位置する。 

効能：屈折異常、視神経萎縮などに効果がある。 

 

2. 천응(天應) 

位置:眉毛の奥の端から 2~3mm ほど下がった場所、眼窩の奥のくぼみ 

効能:謹慎、遠視、乱視、視神経萎縮、網膜炎、顔面神経麻痺に効果がある。 

 

3. 정명(晴明) 

位置：目を閉じたときに、目の内側の角から上 0.1値される部位 

効能：風熱(熱)を除去して、目を明るくし、肝臓（肝）を滋養して視力障害を改善する。 

 

 

 

目の血液循環を改善する代表的な特効ツボ 



4. 찬죽(攅竹) 

位置：眉毛の内側端 

効能：風熱(熱)を除去して、経絡を疎通させて目を明るくする。 

 

5. 태양(太陽) 

位置：目尻から外側に向かって 0.5値部位、眼窩（眼窩）の外側少し後ろに骨が少し凹面ところ。 

効能：風熱(熱)を除去して、経絡を疎通させて目を明るくし、痛みを和らげる。 

 

6. 사백(四白) 

位置：目を正面から見つめたとき瞳孔の 1値の下、目の縁のくぼんだ部位。 

効能：風熱(熱)を除去して、目を明るくして、顔のむくみを緩和させる 

 

 

 

1.目は敏感な部位であるため、やけどをしないように注意して、高温になる場合は、温

灸器の高さを調節する。 

2.使用中は目を開かないでください。 

3.眼疾患、例えば、流行性結膜炎などの場合は使用をしないでください。 

4.使用後、お灸が完全に燃焼されたことを確認した後、水気のある灰皿や耐熱容器に入

れ消火を確認してから捨ててください。 

5.落としたり、ぶつけたりなど、過度の衝撃によって割れることがあるのでご注意くだ

さい。 

6.子供の手の届かない場所に保管する。ただし、シリコンは臭いを吸収する特徴があり

ますので、香りの強い物品と一緒に保管しないようにする。 

7.飲酒後や食後には使用をしないでください。 

8.やけど防止のため、温灸中は、灸器の蓋の部分に触れないようにしてください。 

 

 

 

使用上の注意事項 


